
公⽴学校施設の整備 令和4年度第2次補正予算額 1,204 億円

学校施設の⽼朽化がピークを迎える中、⼦供たちの多様なニーズに応じた教育環境の向上と⽼朽化対策の⼀体的整備を推進する。
また、2050年のカーボンニュートラル達成を⽬指し、地域における脱炭素社会の実現と地⽅活性化の基盤づくりに貢献する持続可能な
教育環境の整備を推進する。

学校施設の⽼朽化対策、⾮構造部材の耐震対策、避難所としての防災機能強化（バリアフリー化、空調設置、トイレ改修等）
学校施設の脱炭素化（⾼断熱化、ＬＥＤ照明、⾼効率空調、太陽光発電等）、⽊材利⽤の促進（⽊造、内装⽊質化） 等

洋式化、乾式化された安全で
清潔なトイレ

災害時にも利⽤可能な体育館
の空調設備

多機能トイレ等バリアフリー化により
避難所としての防災機能を強化

計画的・効率的な⻑寿命化を図る⽼朽化対策や耐震対策、防災機能強化等により、⼦供たちの安全・安⼼な教育環境を確保。
公共施設の約４割を占める学校施設の脱炭素化に向けた取組を推進し、地⽅公共団体における⼆酸化炭素の排出量削減に貢献。

国 都道府県・市区町村
（学校設置者） 事業者

公⽴学校の施設整備に要する経費の⼀部を、事業等に応じた
補助率により補助 《補助率︓原則1/3,1/2》

補助 発注

⻑寿命化改修による教育環境向上と⽼朽化対策の⼀体的整備

⽬的

事業内容

事業スキーム

事業効果

老朽化対策に加え、校舎の柱や内装に木材を活
用し、温かみのある学習・生活環境や脱炭素化を
実現




